
耐震補強工事（耐震補強ＰＲ住宅）
【補助額】50 万円 / 戸→ 80 万円 / 戸
※高齢者（65 歳以上）のみの世帯、

障がいのある方などと同居の世帯は
70 万円→ 100 万円

※平成 30 年３月までに工事が完了す
る場合に限ります。

ステップ３

利用実績
（平成 16 ～ 28 年度）
市内 220 棟

まちづくり課　 995-1856

このプロジェクトは阪神・淡路大震災を教訓に立ち上
げられました。震災では８割以上の方が建物の倒壊など
による圧死・窒息死などが原因で亡くなっています。今
後予想される巨大地震から一人でも多くの方の生命を守
るため、市と県は一体となり住宅の耐震化に向けたプロ
ジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」を進めています。

対象／昭和 56 年 5 月以前に建築された木造住宅の所
有者や居住者
熊本地震の発生を受けた緊急措置として、今年度に

限り、耐震補強を PR する住宅に対し、現行の補助額
に 30 万円の上乗せが受けられます。また、市内の施
工業者を利用し耐震補強工事を行う場合は、併せて「住
宅建設等促進事業」の助成が受けられます。

対象の方には「専門家の耐震診断（無料）のすすめ」
のダイレクトメールをお送りします。

対象の方は積極的なご利用を。今年度に限り上乗せ助成があります

木造住宅の耐震補強工事までの流れ

下のグラフは、平成 17 年度から平成 28 年度に耐
震補強工事をした方が要した費用です。約半数の方は
150 万円以下で補強工事を行っています。工事費と
補助額との差額が自己負担額です。

耐震補強にかかった工事費（木造住宅）
 （平成 17 〜 28 年度）
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耐震補強の設計・工事の注意点
●補助金交付決定前に設計や工事に着手すると、

補助金の交付が受けられませんので、ご注意
ください。

●どの業者に頼めばよいか分からないときは、
まちづくり課へご相談ください。

専門家の耐震診断
（無料）
市が派遣する専門家

（県耐震診断補強相談
士）による耐震診断
※まちづくり課へ電話

で連絡してください。

ステップ１

利用実績
（平成13～28年度）
市内 1,304 棟

耐震補強工事の設計
【補助額】費用の 2/3 以内
　（上限９万６千円 / 戸）
※高齢者（65 歳以上）のみ

の世帯、障がいのある方
などと同居の世帯は無料

　（上限 14 万４千円 / 戸）

ステップ２

利用実績
（平成 16 ～ 28 年度）
市内 268 棟

今年度に限り
30 万円上乗せ

約半数は
150 万円以下
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特集２

住宅の耐震診断・耐震補強のススメ
プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ（東海・倒壊）－０」地震から命を守ろう


